
あけましておめでとうございます。今年の年末年始は、天候にも恵まれ比較的穏やかな毎日で

はなかったかと思います。昨年は１月１日に能登半島を中心にマグニチュード７．６の地震が発生

しました。能登地方は９月にも豪雨災害に見舞われるなど、現在も避難されている方が多く、住宅

や道路の被害、ライフライン寸断の被害も大きく、いつ復旧できるか分からないといわれています。

また１月２日には羽田空港地上衝突事故が発生し死者、負傷者が多数出て、災害や事故の多い

中での１年の始まりでした。今年は平和な１年になることを願っています。

私は今年の正月もＴＶで箱根駅伝を視聴しました。今年も青山学院大学が往路、復路ともトッ

プでゴールし、大会新記録での総合優勝という結果でした。正月2日、3日の話題というか、ＴＶで

も長時間放映され注目度の高い大会ですが、「なぜ関東の大学だけやねん」とか「今年も青学か

と」と思って見ていました。（選手の力走、頑張りは素直にたたえています。）昨年、プロ野球では阪

神タイガースはリーグ２位で残念な結果でした。サッカーＪリーグではヴィッセル神戸が優勝し、関

西が盛り上がりました。サッカーの奈良クラブやバスケットボールのバンビシャス奈良が、プロチー

ムとして奈良県を盛り上げてくれています。スポーツの力は大きく、感動や希望を与えてくれます。

今年も関西や奈良県勢の活躍、スポーツの力に期待したいですね。

３学期、皆さんに伝えたい言葉は「伝」です。香芝東中学校の良さは「文武両道」です。勉強に

運動に頑張る校風を、これからも伝えていって欲しいという気持ちをこめています。全校生徒の皆

さん一人一人が、そのことを念頭において学年末を締めくくって欲しいと思います。3年生はいよい

よ受験を迎えます。今までの頑張りの成果を落ち着いて発揮してください。2月の私立高校入試か

ら3月の公立高校入試まで、緊張の日々が続くと思いますが、自分を信じて頑張って欲しいと思い

ます。2年生は中学校での生活の半分が終わりました。これから3年生を迎えるにあたり、今の自

分の位置を確認してください。中学校生活後半や、進路のことも考え、目標をもって日々の学校生

活を過ごしてもらいたいです。1年生は中学校生活にも慣れてきたことでしょう。これからは言われ

たことや課題をこなすだけでなく、自分から進んで考え、主体的に学校生活を送ってください。さら

に学校生活を楽しんで欲しいです。皆さんは一人ではありません。学校には皆さんを支えてくれる

先生がいます。困ったときや判断に迷ったときは、先生に相談してください。担任の先生や各学年

の先生、部活動の顧問の先生や保健室の先生、またスクールカウンセラーの先生など東中にはさ

まざまな立場の先生やスタッフがいます。共に頑張りましょう。
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始業式（１/７）の様子、音楽会（１１/１２実施）の表彰を放送でおこないました。

今年もまもなく１月１７日を迎えます。阪神淡路大震災から３０年になります。冒頭にも書きま

した能登半島地震でも、たくさんの命が一瞬で奪われています。当日、クラスでは命の尊さにつ

いて話をしてもらう予定です。教職員の中には震災を直接経験していない世代が増えてきまし

た。伝えていくこと、継承していくことの大切さや必要性を感じています。人権教育部の「なかま」

でも書かれています。全校生徒に配布する予定をしていますのでご一読ください。この震災での

犠牲者は、６４３４人と伝えられています。２０１１年に起こった東日本大震災では、津波などで２

万２３１２名が死亡、行方不明と伝えられています。自然災害を避けることは難しかもしれません

が、命を守る備えや心構えは必要です。世界に目を向けると、今も続いているロシアのウクライ

ナ侵攻での犠牲者は両国で１０0万人以上との報道があります。イスラエルとパレスチナの紛争

による中東情勢も解決の見通しは見いだせないようです。民間人が人質になったり、病院が攻

撃されたりして、たくさんの人が亡くなっています。これらの戦争や紛争では、各国の発表が正

確でない部分や実態が分からない部分があり、正確な死者数は把握できないとのことです。犠

牲者の数だけでなく、負傷した人や被害に遭った人を含めると何倍になるのでしょうか。一発の

ミサイルで、一瞬にしてたくさんの命が奪われ、赤ちゃんや子どもまでが犠牲になっています。世

界中で起こっているこれらの戦争や紛争、武力誇示など、軍事に係るお金を、貧困の解消や教

育を含めたことに使えたなら、たくさんの人が豊かになり、幸せになるはずです。国連ではＳＤＧ

ｓが叫ばれ、地球規模での環境問題への取組や、持続可能な社会の実現が掲げられています

が、この状況を変えていくことはできていません。命を大切にする人権教育を進め、子どもたち

のために、平和で豊かな社会をつくっていくことが私たち大人の責務であると思います。令和７

年、気持ちを新たに頑張りますので、よろしくお願いします。

東風（こち）、次回に続く




